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1.はじめに 
Fiction 作品は著者（author）により作られたストーリーを何かの形式にして表現した作
品である。Fiction 作品は文学分野で重要な分野として認められている。Fiction 作品のなか
には昔から伝えてきた物語を元にして作られた古典文学作品も文化財としてたくさん存在
する。文化財として存在する Fiction リソースは、単に文章で書かれたものだけではなく芝
居、歌、または祭りという様々な形のものが含まれる。 
 また、国から国へと昔から伝わってきたような作品は新しい言語で作られるうえ、タイ
トルや表現もまったく違うかたちになる場合もある。そのような文化財作品に関する具体
化されたリソースとして小説の本、芝居を録画したビデオ、またはそれについての記事や
その作品のストーリーを元にして作られた映画等があり、インターネット上でそうしたリ
ソースにアクセスすることができる。 
 文化財作品を見つけたい場合、ユーザーが知っている言語のタイトルをあるウェブサイ
トで検索することになる。すると、その文化財に関する一部のリソースだけをアクセスで
きることになる。違う言語で書かれた同じストーリーの本、あるいは、ある壁絵に関して
その絵が持っているストーリーへのアクセスをしたい場合は困難である。 
 そのため、互いに関連する文化財リソース同士を横断的にアクセスできるようにメタデ
ータを作成することが本研究の目的である。ここでは、インドや東南アジアの国々の文化
財として存在している古典文学作品であり、様々な形態を持つ Ramayana を Fiction 作品
の対象としてメタデータモデルを定義してメタデータ作成を行う。本研究では Ramayana
という内容を持つ作品のストーリー自体に関する情報やそのストーリーの表現形、また実
体化された本やビデオなどのリソースに関する情報として Ramayana 作品の様々な情報に
関するメタデータモデルに対応できるため、IFLA の Functional Requirements for 
Bibliographic Records(FRBR)モデルに基づいてRamayanaメタデータモデルを作成した。 
 本稿では、2 章で Fiction 作品のモデル化とメタデータについて、関連するメタデータモ
デルや研究に基づいて述べる。第 3 章では、本研究で Fiction 作品の対象として記述する
Ramayana 作品の様々な種類と表現の分析について述べる。4 章では Ramayana 作品のモ
デル化と構造モデルについて述べる。5 章で Ramayana 作品のメタデータモデルと 6 章で
は、Ramayana 作品のメタデータスキーマについて述べる。7 章で Ramayana 作品のメタ
データスキーマに従ったメタデータ実現と利用例について述べる。8 章では、完成した
Fiction 作品の対象である Ramayana メタデータモデルの利点について考察し、9 章では文
化財のメタデータに関する問題点と今後の課題について述べる。 
 
2．Fiction 作品のモデル化とメタデータ 
Fiction 作品が持つ情報とアクセスの問題点 
Fiction 作品とは作者(author)により作られたストーリーをテキスト、映画、ドラマなど
で表して提供したものである。Fiction は文学(literature)に含まれていて舞台、映画や音楽
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による Fiction 作品類もある。 
Fiction 作品にとって中身であるストーリーが持つ情報は重要となる。Fiction 作品はスト
ーリーに登場するキャラクタや出来事によって内容を表す。多くの作品にはストーリーを
理解しやすく表現するために作品の種類や長さによってエピソードや章（chapter）を分け
て表現している。１つのタイトルは１個だけのストーリーを持つとは限らず、多数のスト
ーリーを持つ、シリーズ作品のようなものもある。 
ストーリーを人間（読者、視聴者）に伝えるために様々な表現で表す。小説や詩という
形で表し、それをテキストで表現する。または歌として、舞台として、ストーリーを伝え
ることもある。そのような Fiction 作品の形態としてテキストを印刷した本、歌の CD、舞
台を録画したビデオなど様々な具体化された作品が存在する。本稿ではそのような個々の
作品をリソースという。個々のリソースには新たに付けられるタイトル、著者、ジャンル、
タイプ等、いろいろな情報がある。  
Fiction リソースについて検索する目的は様々である。単に本や映画などリソースを見た
い、読みたいという場合もある。また、ストーリーそのものに関する情報が欲しい場合も
ある。たとえば、文学の研究者があるストーリーに関しての歴史やその作品が異なるいく
つかの表現で表されたかといったこと、どのような物理的な実体として存在しているかな
ど、幅広い情報を検索したい場合も考えられる。 
現在Fictionのリソースに関する情報をウェブサイトやWikipediaなどから検索すること
ができる。ただし、同じストーリーを持っているが違う言語で翻訳されて、まったく異な
るタイトルのリソースが存在した場合、そのリソースを見つけることができない。また、
本や映画リソースからその元のストーリーに関して知りたい場合はなかなか見つけ出すこ
とができない。 
そのため、Fiction 作品のメタデータを作成することで同じストーリーを持つリソース同
士の関連性や、逆にリソースの元になるストーリーへのアクセスをすることができるよう
になる。本研究では、インドや東南アジアの国々で文化財として存在している Ramayana 
作品を Fiction 作品の対象として様々な表現や言語で作られた Ramayana リソースに対応
できるメタデータモデルを作成することで解決する。 
Ramayana リソースは様々な内容と表現を持って存在している。もともと色々な国で長く
伝えられてきた文化財作品であるので多言語で作られている。つまり、翻訳されただけで
はなく、もともと様々な地域の言語で、その言語のタイトルでの作品として存在している
ことになる。そのため Ramayana のメタデータを多言語で作成して利用できるようにす 
る必要がある。本研究では多言語での Ramayana メタデータ作成・利用システムも 1 つの
目的としている。  
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2.1 Fiction 作品を対象とした Ramayana 作品 
本研究では Ramayana 古典文学作品を Fiction 作品の対象として記述する。先に述べたよ
うに Ramayana は、インドに生まれ、東南アジアで広く伝えられた物語である。Ramayana
は小説として書籍になっているもののほか、影絵劇やアニメ、彫刻など多くのものが作ら
れている。以下、Wikipedia の Ramayana に関する記述である。 
“『ラーマーヤナ』（Rāmāyana、サンスクリット：रामायण）は、『マハーバーラタ』と
並び称される古代インドの大長編叙事詩。全 7 巻。「ラーマ王行状記」の意味。サンス
クリットで書かれており、その長さは 48,000 行に及ぶ。ヒンドゥー教の神話と、古代
英雄であるコーサラ国のラーマ王子に関する伝説をまとめたもの。活躍する人物は全
てクシャトリヤであり当時のクシャトリヤ勢力の台頭を反映している。詩人 Valmiki
（ヴァールミーキ）の作とされているが、実際には、紀元 3 世紀ごろに、多くの民間
伝承を彼が編纂したものとされる。数多くの絵画、彫刻、建築、演劇、映画、ドラマ、
音楽、舞踏などの題材とされており、インド、およびその文化を取り入れてきた東南
アジア一円に深く浸透している。” 
[Wikipedia,http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E
3%83%BC%E3%83%A4%E3%83%8A より引用] 
 本研究では、英語で記述された Valmiki Ramayana を対象として、Fiction としての
Ramayana の構造を分析し、メタデータスキーマの定義に利用する。また、Valmiki 
Ramayana 以外の Ramayana 作品について調査、収集し、同様にメタデータスキーマ
の定義に利用することとした。 
 
2.2. 関連研究 
Fiction 作品の構造情報と書誌情報の両面からメタデータを記述することをめざした研究
に関して、以下、マンガのストーリーのメタデータを記述するマンガメタデータ[2][6]、聖
書の内容を記述した Bible Ontology[4]，Fiction 作品の書誌情報についてのメタデータの研
究 Fiction Metadata[5]について述べる。 
 
マンガメタデータフレームワーク 
マンガは紙媒体で絵やセリフでキャラクタがストーリーを表現するものであったが、デ
ィジタルマンガになった場合、登場人物や場面、コマ等、マンガの内容に関する要素を実
体としてメタデータとして表すことが望ましい。内容に関するメタデータを作ることがで
きればマンガを内容から検索することができる。そのため、マンガが持つストーリーやコ
マやセリフなどのマンガを構成する構造上の実体や登場人物等の個別のマンガとは別途定
義し得る実体に関してのメタデータの研究が進められている。マンガメタデータの研究か
ら提案されたマンガメタデータフレームワークについては、本研究の基盤となっている。 
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Bible Ontology 
Bible Ontology[3]は聖書（Bible）の内容を意味内容（Semantics）の視点からアクセスで
きるようにするためにオントロジーを記述したシステムである。聖書に登場する人物や場
所、出来事などの関連性からアクセスすることができる。主には聖書の登場する人に関し
ての情報を記述したモデルでもある。図 1 は Bible Ontology で Moses に関する情報を表し
ている。Moses の生まれた場所、関係する人物、登場するイベントなどの情報を Wikipedia
や DBpedia から Linked Data として、リンク付けて検索することができる。 
 
 
図 1. Bible Ontology の登場人物のデータ検索ページ 
[bibleontology.com[4]より引用] 
 
Fiction Metadata 
The Internet Speculative Fiction Database( ISFDB)という Fiction 作品のウェブサイト
で Fiction 作品に関するデータを Linked Data としてアクセスできるようにするため
Fiction 作品に関する  メタデータの研究を行っている。この研究では図 2 のように
FRBR-object oriented (FRBRoo)[16]メタデータモデルに基づいて Fiction 作品とそれらの
電子版、作品の歴史情報と関係する人物の情報、目録、書誌情報やユーザーの批判等の関
連性を記述してメタデータモデルを提案している。図 3 は ISFDB の作者に関する情報を検
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索するページであって、ユーザーが入力した名前が違う言語で書かれたとしても URI が
色々なソースにリンクしてその作者に関する情報を検索できるようになっている。 
 
図 2. ISFDB の FRBRoo に基づいた Ideal Model 
[The Internet Speculative Fiction Database[5]より引用] 
 
 
図 3. ISFDB のリソースの作者に関する情報検索ページ 
[The Internet Speculative Fiction Database[5]より引用] 
 
2.3. 関連するメタデータモデル 
 
 (1) Functional Requirements for Bibliographic Records (FRBR) 
 Functional Requirements for Bibliographic Records(FRBR)は The International 
Federation of Library Associations and Institutions(IFLA)により定義された。書誌レコー
ドが持つ機能を「実体関連分析」したモデルである。 
 FRBR の第１グループのモデルは書誌レコードにおいて知的・芸術的活動の成果につい
ての関連性を表すモデルである。第 1 グループは著作(Work)という個別の知的・芸術的創
造、表現形(Expression)という著作の知的・芸術的表現、体現形(Manifestation)という著作
の表現形の物理的な具体化と個別資料(Item)体現形の単一の例示という 4 つの実体から成
る。 
 図 4 に示す関連性は１つの著作を表現するには 1 つ、または 2 つ以上の表現形で表して
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いることを示す。一方、表現形はただ１つだけの著作から作られている。表現形は１つか 2
つ以上の体現形のなかで具体化される。同様に体現形は 1 つか 2 つ以上の表現形を具体化
することがある。1 つの体現形は１つか 2 つ以上の個別資料によって例示されたが個別資料
はただ１つの体現形から作られる。第 2 グループは、知的・芸術的内容、物理的製作と頒
布、あるいはこれらの成果の管理に責任をもつ個人 (person)および団体(corporate body)
から成る。第 3 グループは、知的・芸術的活動の主題として役立つ付加的な実体の集合、
すなわち概念(concept)、物(object)、出来事(event)、場所(place)から成る。 
 本研究では FRBR の第 1 グループの実体とその間の関連性のモデルをもとにして
Ramayana リソースの関連性モデルを定義している。 
 本研究では Ramayana のメタデータモデルにために多様な表現のリソースを FRBR モ
デル第 1 グループの Work, Expression, Manifestation, Item 実体に基づいて識別し、知的
実体と表現形の間の関連性や具体形の間の関連性を定義する。本研究では個別資料に関す
る記述は対象としないため Item 実体は除いてモデルを提案する。 
 
 
 
 
図 4. FRBR の第１グループの実体と主要な関連 
[frbr-jp.pdf, http://archive.ifla.org/VII/s13/frbr/frbr-jp.pdf より引用] 
 
 
著 作 
(Work) 
 
個別資料 
(Item) 
表現形 
(Expression) 
体現形 
(Manifestation) 
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(2) Manga Metadata Framework 
FRBR モデルに基づいて、Morozumi[2]はネットワーク環境におけるマンガの発見やアク
セス、再利用のためのメタデータフレームワークを提案している。このフレームワークは、
マンガのメタデータの基礎的な要求要件を次のように述べている。 
・ マンガはその表現やストーリー構造に現れる様々な粒度で記述されることが可能で
あるべき 
・ 知的実体としてのマンガと出版された具体物としてのマンガとの差異は明確にされ
るべき 
・ 主要人物や動作主体、コンセプトなどのマンガに登場する知的実体はマンガメタデ
ータとしてのオントロジー基盤を利用することで適切に識別、描写されるべき 
 この要件について、書誌記述、構造記述、オントロジー記述の 3 つの観点から議論し、
それぞれ「FRBR」「TV-Anytime」[9]「知的実体を示す辞書項目」を基礎として拡張したモ
デルを提案している(図 5)。 
 
 
図 5 Manga Metadata Framework 
[[2]より引用] 
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図 6 は三原[6]により、Manga Metadata Framework の構造記述を基礎とし、ディジタルマ
ンガの構成要素を識別するために作られた、ストーリー構造を表すモデルである。 
 “「Title」は作品のキャラクタや背景設定、世界観が共通する最上位の実体、「Story」
は作品中における複数の出来事、事件などの展開をある一つのまとまりとして捉えた
実体、「Episode」を読者に提示される物語の最小単位となる実体、「Page」は個別の
ページを示す実体である。 
 さらに、◆と実線で示される関連は下の実体が上の実体を構成していること(集約関
連)を表している。即ち「Title」は「Story」に、「Story」は「Episode」に、「Episode」
は「Page」によって構成されることを示している。” 
[ディジタルマンガにおけるストーリー構造とビジュアル構造を表すメタデータモデル[6]
より引用] 
 
 
 
 
 
本研究で Ramayana 作品はリソースによって作られた内容が異なり、ストーリーの構造
を明確にするため Manga Metadata Framework とストーリー構造のモデルを基づいて
Ramayana 構造モデルを作成した。 
 
  
 
図 6 ストーリー構造のモデル[6]より引用 
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2.4 Ramayana のためのメタデータの要求の分析 
インドや東南アジア国々での文化財としても広く知られている作品である Ramayana は
古典文学作品として様々な言語で書かれたている。地域や時代によって叙事詩の形で長い
物語を表す作品だけではなく、１時間程度の芝居の作品、絵一枚だけで表している作品な
ど様々な内容や表現の仕方が異なる作品がたくさん存在している。それらの１つずつの作
品（リソース）は内容的に Ramayana という概念の下にあるがタイトルから言語までまっ
たく異なるためリソース同士を結びつけることが難しい。 
 現在、インターネット上に電子化された Ramayana のリソースやそれらに関する情報が
たくさん提供されている。リソース間の共通点としては Ramayana という長いストーリー
の内容であるである。そのため、Ramayana の内容に関するメタデータを記述することで 
リソース同士の関連性を記述することができる。また、Ramayana のメタデータを RDF デ
ータ化して提供し、Linked Open Data(LOD)化することで、様々なウェブサイトにある異
なる実体を持つリソース同士が自身の持つデータを公開することや共有することができる。 
 本研究では Ramayana の内容を明確にするモデルを定義し、モデルに基づいたメタデータ
を記述することで Ramayana のどの部分を強調して作ったリソースにでも関連性を記述で
きるようになると考えた。また、有形の文化財であるリソースに対しても、Ramayana と
いうコンテンツの視点から対応できるメタデータである必要があると考えた。たとえば、
Ramayana の絵について検索したいとき、その絵が持つコンテンツはどんな種類のどんな
国の Ramayana 作品であるかを探したい場合がある。インドの Ramayana、あるいはタイの
Ramakien というコンテンツ（ストーリー）に関するメタデータが必要になる。そのため、
FRBR モデルを利用して Ramayana 作品の特徴である様々な実体のリソースに対応できる
スキーマを定義して、メタデータを記述する。 
 Ramayana のメタデータに提案してクラス間の関連性を利用して全体的なストーリーを
表すリソースや部分的なストーリーを表すリソース、また、表現形式の異なるリソース等
の間の関連性を表すことができた。 
 また、Ramayana のメタデータを RDF データに変換して提供することによって、リソー
スが持っているデータと Wikipedia や DBpedia 等、他のウェブサイトで公開した
Ramayana 作品のメタデータを Linked Data 化してつなぐことができるようになる。将来
的な課題としては、横断的にアクセスできるようになった多言語のリソースのデータをシ
ステム上で自動的に翻訳可能にしたり、検索したりすることができるようにすることが考
えられる。 
 Ramayana メタデータモデルは Fiction 作品で文化財とも古典文学作品ともいえる作品
に対応できるように提案したモデルであり、世の中に存在している Ramayana 以外の
Fiction 作品のメタデータにも再利用することができるように設計している。 
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3. 様々な Ramayana 作品と分析 
 
3.1. Valmiki’s Ramayana の内容 
Ramayana 作品のもとはインドの神話から作られた物語であって、Valmiki （ヴァールミ
ーキ）という詩人により叙事詩の形で描かれた作品である。Valmiki’s Ramayana 以外にも
他の国の Version の Ramayana 作品や様々な Version の Ramayana 作品がある。ここでは
もとの作品である Valmiki’s Ramayana の構造について述べる。 
Ramayana 作品は以下の 7 つの巻（カーンダ）で構成された物語である。 
1. Bala Kanda バーラ・カーンダ（少年の巻） 
2. Ayodhya Kanda アヨーディヤ・カーンダ（アヨーディヤの巻） 
3. Aranya Kanda アラニヤ・カーンダ（森林の巻） 
4. Kishkindha Kanda キシュキンダー・カーンダ（キシュキンダーの巻） 
5. Sundara Kanda スンダラ・カーンダ（美の巻） 
6. Lanka Kanda ユッダ・カーンダ（戦争の巻） 
7. Uttara Kanda ウッタラ・カーンダ（後の巻） 
 1 巻のなかに 50 から 100 の Canto というエピソードがある。例えば第 1 巻 Bala Kanda
のなかに以下のような 75 個の Canto(エピソード)がある。 
Canto I: Nárad. 
Canto II: Brahmá's Visit 
Canto III.: The Argument. 
Canto IV.: The Rhapsodists. 
Canto XII.: The Sacrifice Begun.  
Canto V.: Ayodhyá 
Canto VI.: The King. 
Canto VII.: The Ministers. 
Canto VIII.: Sumantra's Speech. 
Canto IX.: Rishyas'ring. 
Canto X.: Rishyas'ring Invited. 
Canto XI: The Sacrifice Decreed. 
 
Canto XIII.: The Sacrifice Finished. 
Canto XIV.: Rávan Doomed. 
Canto XV.: The Nectar. 
Canto XVI.: The Vánars. 
Canto XVII.: Rishyas'ring's Return. 
Canto XVIII.: Rishyas'ring's Departure. 
Canto XL.: The Cleaving of The Earth. 
Canto XLI.: Kapil. 
Canto XLII.: Sagar's Sacrifice. 
Canto XLIII.: Bhagirath. 
Canto XLIV.: The Descent of Gangà. 
Canto XLV.: The Quest of The Amrit. 
Canto XLVI.: Diti's Hope. 
Canto XLVII.: Sumatí. 
Canto XLVIII.: Indra And Ahalyá 
Canto XLIX.: Ahalyá Freed. 
Canto L.: Janak. 
Canto LI.: Vis'vámitra. 
Canto LII.: Vas'ishtha's Feast. 
Canto LIII.: Vis'vàmitra's Request. 
Canto LIV.: The Battle. 
Canto LV.: The Hermitage Burnt. 
Canto LVI.: Vis'vámitra's Vow. 
Canto LVII.: Tris'anku. 
Canto LVIII.: Tris'anku Cursed. 
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Canto XIX.: The Birth of The Princes. 
Canto XX.: Vis'vámitra's Visit. 
Canto XXI.: Vis'vámitra's Speech. 
Canto XXII.: Das'aratha's Speech. 
Canto XXIII.: Vas'ishtha's Speech. 
Canto XXIV.: The Spells. 
Canto XXV.: The Hermitage of Love. 
Canto XXVI.: The Forest of Tádaká. 
Canto XXVII.: The Birth of Tádaká. 
Canto XXVIII.: The Death of Tádaká 
Canto XXIX. : The Celestial Arms. 
Canto XXX.: The Mysterious Powers. 
Canto XXXI: The Perfect Hermitage. 
Canto XXXII.: Vis'vámitra's Sacrifice. 
Canto XXXIII.: The Sone. 
Canto XXXIV.: Brahmadatta. 
Canto XXXV: Visvámitra's Lineage. 
Canto XXXVI.: The Birth of Gangá. 
Canto XXXIX.: The Sons of Sagar. 
 
Canto LIX.: The Sons of Vas'ishtha. 
Canto LX.: Tris'anku's Ascension. 
Canto LXI: S'unahs'epha. 
Canto LXII.: Ambaresha's Sacrifice. 
Canto LXIII.: Menaká. 
Canto LXIV.: Rambhá. 
Canto LXV.: Vis'vámitra's Triumph 
Canto LXVI.: Janak's Speech. 
Canto LXVII.: The Breaking of The Bow. 
Canto LXVIII.: The Envoys' Speech. 
Canto LXIX.: Das'aratha's Visit. 
Canto LXX.: The Maidens Sought. 
Canto LXXI.: Janak's Pedigree. 
Canto LXXII.: The Gift of Kine. 
Canto LXXIII.: The Nuptials. 
Canto LXXIV.: Ráma With The Axe. 
Canto LXXV.: The Parle. 
Canto LXXVI.: Debarred From Heaven. 
Canto LXXVII.: Bharat's Departure. 
 
[The Ramayana index[10]より引用 ] 
 
Canto は叙事詩の書き方で 1 つずつの出来事を Canto 毎に分けた表現する形である。Canto 
I: Nárad の内容は ” To sainted Nárad, prince of those 
Whose lore in words of wisdom flows. 
Whose constant care and chief delight 
Were Scripture and ascetic rite, 
The good Válmíki, first and best….” という文章ではじめて、Ramayana の作者である詩
人 Valmiki の挨拶と神様に祈りを語るエピソードとなる。1 つずつの Canto により、登場
人物の話や行動を言葉で表現して物語を語る。 
 Ramayana のもとの作品とされる Valmiki’s Ramayana は図 7 のように Ramayana とい
うタイトルを 7 冊の本で表したものである。1 冊の本にはいくつかの Canto というエピソ
ードをまとめて作られている。 
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Ramayana 
             Bāla Kāṇḍa (book of childhood) 
             Ayodhya Kāṇḍa (book of Ayodhya) 
             Araṇya Kāṇḍa (book of the forest) 
  Kishkindha Kāṇḍa (book of the monkey kingdom) 
  Sundara Kāṇḍa (book of beauty) 
             Yuddha Kāṇḍa (book of war)  
  Uttara Kāṇḍa (last book)  
                                         Canto I.: Ráma's Speech. 
Canto II.: Sugríva's Speech. 
Canto III.: Lanká. 
Canto IV.: The March. 
Canto V.: Ráma's Lament. 
                                       
 
 
図 7. Ramayana 作品のかたち 
 
 様々な表現の Ramayana リソースについて 
Ramayana 作品は Valmiki`s Ramayana をはじめ、長い歴史の中で色々な国の文化として
受け継がれてきた作品である。地域によって様々な方法で伝えてきたため、表現形式も様々
である。たとえば、Ramayana は読む作品として作られた国には文書で書いた Manuscript
や本等の形を持つリソースとなる。また、舞台として伝えてきた国には舞台という表現の
Ramayana リソースが存在する。それらの Ramayana 作品が、現在、メディアの発展によ
り、本、電子書籍、昔の Manuscript の画像、舞台を録画した動画など、たくさんのリソー
スが作られている。図 8 のように色々な言語で作られた本、絵本、壁絵の画像、Wikipedia
の記事、ビデオ、アニメ等、様々な表現を持つリソースがある。ただし、それらの作品す
べての内容は Valmiki’s Ramayana のオリジナル作品と同等なものには限らない。
Ramayana の叙事詩を読みやすい現代文で書き直した小説作品、子供むけの絵本、映画化
して Ramayana の一部分を表した内容を持つ作品、すべての内容を省略して 1 冊にまとめ
たものなどがある。 
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図 8. 様々な表現を持つ Ramayana リソース 
3.2. 様々な Ramayana 作品の内容と分析 
 本節では様々な表現の Ramayana リソースはどのような内容と構造を持っているかを
いくつかのリソースを比較して分析する。 
 ラーム・リーラー（Rāmlīlā） 
ラームナガルの宗教劇ラーム・リーラー（Rāmlīlā）の構造について述べる。ラーム・リ
ーラーは Valmiki の叙事詩『ラーマーヤナ』を中世ヒンディー語のアヴァディー方言に翻
案して『ラームチャリットマーナス』Rāmacaritamānasa を著わした聖者トゥルシーダー
ス Tulasīdāsa（1532-1623）が広く民衆にラーマ物語を伝えるために芝居に仕立てて見せ
たのがそのおこりとされている。[7] 
ラーム・リーラーはバナーラスのアッシーという場所で地元住民によって行う祭りの劇
であり、31 日に渡って行う芝居である。ラーム・リーラーの芝居の内容は表 1 のように 31
エピソード分けて 1 日 1 つ演じる形になる。ラーム・リーラーは全体の Ramayana を表す
リソースであり、31 個のエピソードで構成されたリソースとなる。 
表１. ラームナガルのラーム・リーラー芝居のエピソード 
[ラームナガルのラーム・リーラー 1998 年の日程表、表 2 より引用] 
ラーヴァナの誕生，世界征服，乳海，神々の讃歌，天の声 
アヨーディヤーでシュリンギー聖仙の供儀，奇跡の顕現，ラーマ達の誕生，ヴィシュヌ神
の顕現，子供時代，聖紐の儀式，狩 
聖者ヴィシュヴァーミトラの訪問，ターラカーとスバーフの殺戮，マーリーチャ征伐，ア
ヒルヤーの救済，ガンジス川，ミティラー国入り，ジャナカ王との会見 
ジャナクプル，8 人の娘の会話，花園 
弓の供儀，パラシュラーマとの会話 
アヨーディヤーから花婿行列出発，ジャナクプルで結婚式 
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ジャナクプルから結婚式の一団出発，アヨーディヤーで新婚夫婦を迎える献火，就寝 
戴冠式の準備，後宮の怒りの部屋 
森に到着，ニシャーダに出会う，ラクシュマナによるギーターの教え 
ガンジス川を渡る，聖者バラドヴァージャの庵に到着，ヤムナー川を渡る，村人に出会う，
聖者ヴァールミーキの庵，チットラクートでの暮らし，スマントラがアヨーディヤーへ帰
還，ダシャラタ王の死 
バラタがアヨーディヤーに帰る，会議，バラタはチットラクートへ向かう，ニシャーダに
出会う，ガンジス川を渡る，聖者バラドヴァージャの庵に滞在 
バラタはヤムナー川を渡る，村人に出会う，ラーマとの再会 
聖者ヴァシシュタの会議，ジャナカ王到着，ジャナカ王の会議 
バラタがチットラクートを出発，アヨーディヤーに到着，ナンディグラームに住む 
烏ジャヤンタの目を射抜く，聖者アトリに出会う，ヴィラーダを殺害，インドラ神に出会
う，シュラバンガ－スティクシャナ－聖者アガスティヤ－禿鷲の王の到着，パンチャヴァ
ティーでの暮らし，ギーターの教え 
シュールパナカーの鼻を切り落とす，カラとドゥーシャナを殺害，シーター誘拐，ラーヴ
ァナと禿鷲の王の戦い 
シーターをさらわれて嘆くラーマ，ジャターユの葬儀，シャヴァリーの果物を食べる，森
の説明，パンパー湖へ出発，ナーラダ，ハヌマーン，スグリーヴァとの出会い 
ヴァーリンを殺害，雨季の説明，ハヌマーンはランカーへ出発，サンパーティとの出会い 
ハヌマーン海を渡る，シーター発見，ランカーを焼く，主ラーマのもとに帰還，報告 
軍隊をひきつれラーマは海へ向かう，ヴィビーシャナとの出会い，橋の建設，シヴァ神像
の安置 
ラーマ軍海を渡る，軍隊の説明，スヴェールの山で休息，アンガダ 
四つの門での戦い，ラクシュマナが武器シャク 
ティによって負傷，反撃 
クンバカルナとの戦い，殺害，メーガナーダとの 
戦い，ヘビの弓，苦行，殺害 
ラーヴァナとの戦い 
ラーヴァナとの戦い，戦場 
ラーヴァナ死す，ラーマの勝利 
ヴィビーシャナの戴冠，シーターと再会，神々による礼賛 
ラーマはアヨーディヤーへ出発，ニシャーダの庵に滞在 
ラーマとバラタの再会 
ラーマの戴冠式 
庭の散歩，サナカ達と出会う，魂の教え，城での別れ 
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 ケチャ・ダンス(Kecak Dance) 
ケチャ・ダンスはインドネシアのバリ島で行われる男声合唱で呪術的な踊りにともなう舞
踏劇である[8]。芝居の内容は Ramayana のストーリーそのものであるが、ただ 1 時間ほど
の短い劇で演じる芝居であるため作品全体ではなく Ramayana の一部分を取り出してハイ
ライトして踊るリソースになる。内容を以下のような流れで演じる。ケチャは Valmiki’s 
Ramayana にマッチしてみると第 4 巻のアラニヤ・カーンダ（森林の巻）を主にして表現
していたが他の巻からの出来事を略して入れたことでストーリーの最後まで表現したよう
なリソースにもなる。 
表 2. Kecak Dance の構造 
ダンダカ森に Rama と Sita、Rama の弟の Laksmana が入る 
Rahwana が美しい Sita のことをみて好きになる 
Maricha が魔法を使って金色の鹿に変身し、森のなかに入る、Sita がほしくなるように誘
う 
金色の鹿を見て欲しくなり、Rama に捕まえてくれるように頼む 
弟 Laksmana を Sita と残して Rama が鹿を捕まえに行く 
泣き声を聞こえた Sita が Rama のことを心配し、Laksmana も Rama を手伝いに行かせる 
魔法の線を引いて Sita をその中から絶対に出ないように言って Laksmana も Rama の後
を行く 
Rahwana は Sita を盗むため old periest  (お坊さん？)の変身をして Sita に食べ物や助け
を頼む、Sita が線を越えてでる Rahwana が Sita を盗んで持っていく 
Rama の仲間 Hanuman が Rama の指輪を持て Sita を探して Rama からの情報を伝える、
Sita がヘアピンを渡して Rama に生きていることや助けにくるため伝える 
Rama, Laksamana と仲間たちである Hanuman, Tualen, 鳥の王 Garuda, 猿の王
Sugriwa たちと Rahwana たちとの戦い 
Rama の勝ちで Sita と再開 
 
 The Ramayana:A Telling Of the Ancient Indian Epic（英語訳のインターネットリソ
ース） 
現代文である Ramayana の英語訳の「The Ramayana:A Telling Of the Ancient Indian 
Epic 」というインターネット記事では、すべての内容を小説の形で以下のように 7 つの部
分に分けて作られている。これは、Valmiki’s Ramayana の 1 つずつの Canto の形を表現せず
に、ストーリーごとにまとめて表している。 
1. The Boyhood of Rama 
2. Life in Ayodyha 
3. The Forest Life 
4. Rama's Stay in Kiskindha 
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5. Hanuman's Prank 
6. The Great War 
7. Period After Coronation 
 
 インドネシア、Java の Prambanan Temple にある Ramayana 壁彫刻 
 
図 9. Prambanan Temple にある Ramayana 壁彫刻 
[Moynihan Institute of Global Affairs: South Asia Center - The Story of Rama より引用] 
図 9 はインドネシア、ジャワの Prambanan Temple にある Ramayana 壁彫刻リソースである。
この作品の意味は Vishnu 神が蛇の上に座り、右手にはガルダ、左手には 5 人の神がいる。
天と地球で荒廃している Ravana の事を報告している内容を表すリソースである。このリ
ソースは Valmiki’s Ramayana の 1 つの Canto を彫刻作品として表したリソースである。 
 
 Story cloth ( バリ島、インドネシア) 
 
図 10．Ramayana のストーリーを表す Story Cloth[11] 
[Moynihan Institute of Global Affairs: South Asia Center - The Story of Rama より引用] 
図 10. Story Cloth[11]は Ramayana のストーリーを絵で表しているリソースである。この絵
の意味は Ramayana の 1 巻の内容を略して表している。Ramayana の専門家はこの絵を図 11
のように分けて 1 つずつのエピソードという単位で内容を分析する。Story Cloth リソースの
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構造は Ramayana の 1 つに巻の意味をいくつかのエピソードで表していると言える。 
 
図 11. Ramayana Story Cloth が現す 1 個ずつのエピソード 
[Moynihan Institute of Global Affairs: South Asia Center - The Story of Rama より引用] 
上に述べた 5 つの Ramayana リソースから分析してみると、以下のようにいくつかの作品のパ
ターンを識別できる。本研究では、こうした視点からとらえることのできる実体の表現 
1. Ramayana 全体の内容を持つリソースで何個かの出来事（エピソード）で分けて作ったもの 
2. Ramayana のある部分を強調して出来事で分けて作ったもの 
3. Ramayana 全体の内容を 1 ストーリーずつの単位まで分けて作ったもの 
4. Ramayana の 1 つの Canto だけを強調して表現したもの 
5.Ramayana の 1 つのストーリーを何個かのエピソードで分けて作ったもの 
 
4. Ramayana 作品の構造 
Ramayana 作品のモデルを Manga Metadata Framework とストーリー構造のモデルに
基づいて作成した。リソースによって内容が異なるため、まず、ストーリーの構造化を定
義した。Ramayana は全体的なストーリーを持つリソースがある。また、7 巻ある物語の
なかから 1 巻毎の内容を表すリソースもある。1 つの巻のなかにある Canto という単位の
内容だけを拡張して作られたリソースもある。（Ramayana 作品は叙事詩の表現では Canto
と使うが、小説や映画などでは Episode か Chapter として扱う。） 
 図 12 は Manga Metadata Framework とストーリー構造モデルに基づいて作られた
Ramayana の構造モデルである。Fiction Title は作品全体を示す。Story は Ramayana と
いうタイトルの下にある 7 冊の本の 1 冊ずつの内容を示す。Episode/ Canto/ Chapter は 1
つの Story の下にある Canto、あるいはエピソード毎の内容を示す。Fiction 作品である
Ramayana ストーリーは 1 つの Episode や Canto、Chapter のなかに Scene として登場人
物や出来事、場所等の情報がある。ただし、本研究における Ramayana のメタデータでは
Episode 単位までで考える。 
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図 12. Ramayana 作品の構造モデル 
図 13 は Ramayana ストーリー構造モデルの例である。Ramayana という物語は Fiction 
Title とする。また作品全体を表す Ramayan of Valmiki という 1 つのリソースがあれば
FictionTitle として扱う。Ramayan of Valmiki というリソースのなかにある 7 つのストー
リーはストーリーという単位になる。Balakanda というタイトルのなかにある Canto I 
Narad というタイトルのリソースは Episode / Canto / Chapter となる。1 つの Canto のな
かに Valmiki Speech など登場人物により出来事の Scene がある。 
 
RAMAYANA 
Valmiki 
 
RÁMÁYAN OF VÁLMÍKI 
Canto I Nárad 
Canto II Brahmá's 
Visit 
 
Canto V Ayodhyá 
 
Canto LXXVII. 
 
Bala kanda 
Ayodhya kanda 
Aranya kanda 
Kishkandha kanda 
Sundara kanda 
Yuddha kanda 
Uttara kanda 
The breaking of the bow 
 
Country of Mithila 
 
About Ayodhya, the righteous 
country 
 
Valmiki Speech 
 Valmiki introduce the 
 Structure and power of Rama 
 
Fiction Title 
Fiction Title 
Story Episode 
Scene 
Fiction Title 
Story 
Episode/ 
Canto/ Chapter 
Scene 
Event Places Character 
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 図 13. Ramayana 構造モデルの例 
5. Ramayana 作品のメタデータモデル 
 Ramayana 作品のメタデータモデルを Ramayana 構造モデルと FRBR モデルに基づい
て定義する。3.2 に述べたように様々な内容と表現を持つ Ramayana リソースの関連性を
対応できるように図 14 と 15 のとおり Ramayana 構造モデルと FRBR モデルを組み合わ
せてモデルを作る。例えば、本研究では作品全体を表す実体を FictionTitle と名付けたリソ
ースで表すことにする。したがって、Valmiki Ramayana 全体はひとつの FictionTitle の
実体である。一方、このリソースには FRBR モデルの著作(Work)、表現形（Expression）
あるいは体現形（Manifestation）のいずれもが対応する。そのため、作品全体という内容
をリソースであり、かつ表現形を持たないものを Fiction Title/Work (FT/W)と呼ぶことに
する。同様に、その作品全体を何らかの表現で表現されたリソースは表現形(Expression)
を持っているため Fiction Title/ Expression (FT/E)となり、本や映画のように具体化された
表現形を持つリソースは Fiction Title/Manifestation (FT/W)となる。同じように、
Ramayana 構造モデルの Story という内容についての Work は Story/Work(St/W)、Story
内容についての表現形は Story/Expression(St/E), それの具体化されたものは
Story/Manifestation(St/M)となる。Story のなかにある Episode に関する Work リソース
は Episode/Work (Epi/W), Episode に関しての表現形は Episode/Expression(Epi/E)で
Episode の具体化リソースは Episode/Manifestation(Epi/M)になる。 
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図 14 Ramayana の構造モデルと FRBR モデルの関連 
 
図 15 Ramayana 構造モデルの詳細 
図 16 は Ramayana を FRBR モデルに対応付けて分析した例である。図 16 の The 
Ramayana という名前をもつ著作（Work）に Valmiki’s Ramayana というタイトルの Work
や The Prince Rama というタイトルの Work が違う version として存在している。
FT 
St 
Epi 
M 
E 
W 
W 
St/E 
St/W 
FT/M 
FT/E 
FT/W 
St/M M 
E 
E 
W 
Epi/E 
Epi/W 
Epi/M M 
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Ramayana Work 同士は FRBR モデルの is a version of、has version の関係で関連してい
る。また Valmiki’s Ramayana という Work が小説という表現形(Expression)として作られ
るとその Work と Expression の間に FRBR モデルの is realized through 関係で関連付け
ることができる。その表現された小説のなかのストーリーを持つ新たなリソースがあれば
それらのリソースの間を has part、is a part of 関係で結び付けられて、表現形のリソース
には翻訳された新たなリソースがあれば has translation、is a translation of の関係で関連
付る。また、小説（Expression）から本として出版されると小説リソースと本というリソ
ースの間をFRBRモデルの is embodied in関係で関連付けられる。また本が翻訳されたり、
再出版されたりした場合は has translation、is translation of、has a reproduction、is a 
reproduction of 等を使って関連性を表すことができるようになる。 
 
図 16 Ramayana リソースのための FRBR 分析 
 
6. Ramayana 作品のメタデータスキーマ 
Ramayana 作品のメタデータスキーマは Ramayana の構造モデルと FRBR メタデータ
モデルの項目を組み合わせて作ったものになる。9 種類の実体を定義して、それぞれに対し
てメタデータスキーマを定義した。図 17 は Ramayana メタデータスキーマの 9 つの実体
とそれらの関連を示した図である。Fiction Title/Work と Fiction Title/Expression の間は
FRBR の is realized through、is realized of という関係を持つ。例として Valmiki’s 
Ramayana という著作(Fiction Title/Work)は表現形を通してその Valmiki’s Ramayana 内
容を基づいて書かれた小説(Fiction Title/Expression)に関係を持つ。その小説(Fiction 
Title/Expression)表現形が本として出版されて (Fiction Title/Manifestation)として具体化
される。また Fiction Title/ Work と Story/Work の間は Ramayana 構造モデルで定義した
通り、has part、is a part of という関係を持つ。具体的には Bala Kanda という著作は
Valmiki’s Ramayana のなかの一部分であるということを示す。このように 9 個の実体の間
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の関連性を明確にする。本章では Ramayana メタデータスキーマモデルを構成する 9 個の
実体について詳しく述べる。 
 
図 17 .Ramayana メタデータスキーマ実体と関連性 
表 3 は Ramayana メタデータスキーマの９つの実体とそれらの説明、例を示す。 
Fiction Title/Work (FT/W)は Ramayana 全体のストーリーを持つ作品で内容のみを示す。 
Valmiki Ramayana という１つの Ramayana 作品が存在してその作品実体が FT/W である。
Valmiki Ramayana 以外にも種々の Work が存在する。Ramayana の場合は単に翻訳され
ただけではなく、国や地域によって古くからある文化財として存在しているため、様々な
Ramayana Work が存在する。 
Fiction Title/Expression (FT/E)は全体のストーリーを持つ作品を何らかの表現で表された
ものを示す。Ramayana 作品の小説とは、小説という形式の Expression を持つリソースに
なる。またその小説を映画化して作ったものがあればそれは別の Expression となる。 
Fiction Title/Manifestation (FT/M)はストーリー全体の内容を持つリソースで小説や映画
等の表現を通して、本としてまたはビデオで録画した物理的な実体を示す。１つの
Manifestation リソースが再出版されると、新たな別のリソースとなる。 
Story/ Work (St/ W)は Ramayana の１巻（１ストーリー）の内容を元にして作った作品の、
work という内容のみリソースになる。同じように Story/ Expression (St/E)はストーリー単
位の作品で何らかの表現方法で表現されたものになり、Story/ Manifestation (St/M) 
それを本やビデオなどとして具体化されたリソースを示す。翻訳や再出版などによって新
たなリソースが存在する。Episode/ Work (Epi/W)は１つのストーリーのなかにいくつか分
かれて作られた１つの Episode を元にして作られた作品の work を示す。作品によって epic 
FT/W 
Epi/M 
Epi/E 
Epi/W St/W 
St/E FT/E 
FT/M St/M 
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poem なら Canto, 映画や小説などは episode、あるいは chapter という言葉を使うが、こ
こでは略して「Episode」だけを使うようにした。Episode/ Expression (Epi/E)は何らかの
表現形で表された１つの Episode の内容を表すリソースを示し、そのリソースを何らかの
物理的な表現で具体化されたらそのリソースを Episode/ Manifestation (Epi/M)とする。 
 
表 3. Ramayana 作品のメタデータスキーマ 
Name(schema) Description Example 
Fiction Title/Work (FT/W) ある Fiction 全体を表し、
FRBR モデルでの著作とし
ての内容のみ存在するもの 
1.Valmiki Ramayana 
2.Ramakien 
Fiction Title/expression 
(FT/E) 
ある Fiction 全体を表し , 
FRBR モデルでの表現形実
体である。テキスト、舞台演
劇などの形式で表されたリ
ソース 
1.The Epics of Ramayana 
2. Ramayana the Movie 
Fiction Title/Manifestation 
(FT/M) 
ある Fiction 全体を表し , 
FRBR モデルでの表現形実
体である。ビデオ録画、図書
など物理的な資料として作
られたリソース 
1. RÁMÁYAN OF 
VÁLMÍKI 
(book) 
2. Ramayana the Epic 
  (movie) 
 
Story/ Work(St/W) ある Fiction 作品の要素とな
る Story という単位であり、
FRBR モデルでの著作とし
ての内容のみ存在するもの 
1. Balakanda 
2.The story of Rama’s 
childhood 
Story/ Expression(St/E) ある Fiction 作品の要素とな
る Story という単位であり、
FRBR モデルでの著作実体
をテキスト、舞台演劇などの
形式で表されたリソース 
1. Balakanda 
2.The story of Rama’s 
childhood 
Story/ Manifestation(St/M) ある Fiction 作品の要素とな
る Story という単位であり、
FRBR モデルでの表現形実
体である。ビデオ録画、図書
など物理的な資料で作られ
るリソース 
1. Balakanda (book) 
2. The young Rama 
(animation) 
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Episode/ Work(Epi/W) ある Fiction の Story の中に
含まれる Episode を単位と
するリソースであり、１つの
Episodeについての内容を元
にして作られた作品の、
FRBR モデルでの著作とし
ての内容のみ存在するもの 
1.Canto 1 
2. The Narad 
Episode/ Expression(Epi/E) ある Fiction の Story の中に
含まれる Episode を単位と
するリソースであり、１つの
Episodeについての内容を元
にして作られた作品であり、
FRBR モデルでの著作実体
をテキスト、舞台演劇などの
形式で表されたリソース 
1. Canto1  
2.The Narad 
Episode/ Manifestation 
(Epi/M) 
ある Fiction の Story の中に
含まれる Episode を単位と
するリソースであり、１つの
Episodeについての内容を元
にして作られた作品であり、
FRBR モデルでの表現形実
体である。ビデオ録画、図書
など物理的な資料で作られ
たリソース 
1.The Narad (book) 
2. The Episdoe 1 of Rama 
 (Movie) 
 
6.1 メタデータスキーマの定義 
Ramayana メタデータスキーマを 5 章のように FT/W, FT/E, FT/M, St/W, St/E, St/M, 
Epi/W, Epi/E, Epi/M として９つの実体の定義をした。実現方法として、Dublin Core の
Application Profile の概念に基づいてメタデータスキーマを定義することとし、また 9 種の
実体一つひとつに関して実体に含まれる記述項目とその記述上の制約を決めた。表 4 は
FT/W 実体に含む element のリストを示す。element の意味は表 5 のように Title は FT/W
という１つのリソースの Title を示す。Title は value として literal で表す。１から n まで
のタイトルを持つ可能である。Property として dc:title を利用する。Type はリソースの種
類名を示す。Creator や Contributor はそのリソースの作者や出版社などを示すもので、
Language はリソースの言語を示す。Has Version は、ある FT/W リソースに新たな FT/W
リソースが存在する場合を示す。Has Part は FT/W リソースのなかに含めているストーリ
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ーから作られた新たなリソースがある場合を示す。Has Expression は FT/W リソースが何
らかの表現形で表された場合を示す。 
表 4. Fiction Title/ Work のメタデータスキーマ 
FT/ Work Value min max Property  Example 
1 Title Literal 1 n dc:title Ramayana of 
Valmiki 
2 Type Work type 1 n dc:type Performance 
3 Creator      Agent 1 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributo
r 
Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         Literal 1 1 dc:langauge Tamil  
6 Has 
version 
FT Work 0 n frbr:hasATransformationWorkOfWor
k 
Mahabarath
a 
7 Has part      Story 
Work 
0 n dc:hasPart Balakanda 
Canto 1 
Narad 
8 Has 
expression 
FT 
Expressio
n 
0 n frbr:isRealizedThrough Ramayana of 
Valmiki 
Novel 
9 Description Literal 1 n dc:description Ramayana of 
Valmiki 
Novel, etc 
 
表 5. Fiction Title/ Work の elements の定義 
Title 著作のタイトル（作品全体の内容を持つもの） 
Type 著作の形式（作品全体の内容を持つもの） 
Creator  著作の作者（作品全体の内容を持つもの） 
Contributor 著作の投稿者（作品全体の内容を持つもの） 
Language 著作の言語（作品全体の内容を持つもの） 
Has version 作品全体の内容を持つ、作者や形式などが異なる著作 
Has Part 全体的な内容を持つ著作の一部分を取りだして作られた著作 
Has 
Expression 
著作を表現した表現形 
Description 著作の解説（作品全体の内容を持つもの） 
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7. Ramayana 作品のメタデータ実現と利用について 
Ramayana のメタデータスキーマに含まれる９つのリソースのクラスそれぞれに対して
データベーステーブルを作成した。メタデータスキーマに基づいて Ramayana リソースに
関するデータを登録するための Web Form を作成し、入力した値をデータベースに記述す
る。図 18 の様に、入力したデータを HTML テンプレートで表示するブラウザを作成した。
ブラウザには Ramayana スキーマの通りに 9 クラスのテーブルから選択してデータを入力
することができる。テーブル毎に決められた記述項目(element)に従い、タイトルや言語等
のデータ、または、登録したリソースの新たな version のリソースのデータ、登録したリソ
ースから一部分の内容を取り出して作られた新たなリソースのデータ、登録したリソース
を表現形として表現されたリソースのデータ等様々な Ramayana 作品のデータを入力した
り、テーブルから選択して入力したりすることができる。そのように９つのテーブル間は
リソースの内容、あるいは表現形式から関連性を利用して横断的にアクセスすることがで
きるようになる。 
またデータベースに合わせて RDF データのテンプレートを作成して RDF データに変換
することができるようにした。図 19 の様に１つずつのリソース自身が持っている element
のデータを RDF 化して提供することで他のウェブサイトで公開された Ramayana 作品に
関するデータにリンク付けることができる。 
 
図 18. Ramayana データ入力ウェブブラウザ 
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<rdf:RDF xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#" 
xmlns:ns0="http://iflastandards.info/ns/fr/frbr/frbrer/" 
xmlns:ns1="http://purl.org/dcterms/"> 
  <rdf:Description rdf:about="http://purl.org/net/ramayana/ftm/2"> 
    
<ns0:isEmbodimentOf>http://purl.org/net/ramayana/fte/3</ns0:isEmbodime
ntOf> 
    <ns1:creator>Mumbai : Times Multimedia</ns1:creator> 
    <ns1:language>English</ns1:language> 
    <ns1:title>Ramayana : epic of Ram</ns1:title> 
  </rdf:Description> 
</rdf:RDF 
 
 
図 19. Ramayana リソースの RDF/XML データ 
8. 考察 
Fiction 作品には様々な内容や表現を持つリソースがある。なかには古典文学作品や文化
財作品も含まれている。長い歴史を持つ文化財作品は１つの国から他の国にも伝わってき
て内容も表現形式も様々な形で表現されている。ストーリーという内容を持つ作品はメデ
ィアの発展によりたくさんの種類のリソースが作られており、インターネット上でリソー
スに関する情報を検索することができる。そのようなストーリーを持つリソースを内容的
な関連性からアクセスできるようにすることが本研究の目的である。 
Fiction 作品に関して検索したいときはその作品のタイトル、あるいはジャンルから検索
することができる。ただし、作品同士は内容的に関連されていないことが多い。つまり、
同じ内容を持っているリソースであってもまったく異なるタイトルや表現で作られて、新
たなリソースとして存在する場合はそれらの間を繋げてアクセスすることができない。
Fiction 作品の特徴としてストーリーの構造、キャラクタ情報など内容に関しての情報や、
リソースそのものに対しての情報として作者、ジャンル、表現の仕方など様々な情報があ
る。そのため、Fiction 作品の内容的な関連性と具体化されたリソースの関連性 2 種類から
対応できるメタデータモデルを作成して様々な形態を持つリソース同士のなかを関連付け
ることをした。情報や Fiction 作品の対象として Ramayana 作品のメタデータモデルを提
案した。それは、同じ Ramayana というタイトルの下にあるストーリー毎とエピソード毎
のリソースの関連性を表すことができるモデルになる。また、表現の仕方が異なるリソー
スの間を結び付けるため IFLA の Functional Requirements for Bibliographic 
Records(FRBR)メタデータモデルを基づいて Ramayana メタデータモデルを定義し、メタ
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データスキーマ定義とメタデータ作成を実現した。 
これまではRamayanaを始めてFiction作品について情報を得るときはユーザーが理解で
きる言語で１つ１つのリソースが存在する Website や Wikipedia などで検索するしかなか
った。 
同じ内容の作品であってもまったく別のタイトルを付けられた場合はそれらの関連性を
見つかることができない。そこで色々な場所で色々な言語や情報を持つリソースの間を結
び付けるための共通点、あるいはモデルを作ってメタデータを付けることでリソース同士
のなかを関連付けることができるようになると考える。そこで本研究は Ramayana 作品を
対象として同じタイトルのしたにある様々なリソースの間をモデル化して、言語や表現の
多様性の問題を解決できるFRBRメタデータモデルにマッチしてRamayanaのメタデータ
モデルを決めることにした。 
本研究では、Ramayana 作品はリソースによって表現している内容とそのリソースの元
となる Ramayana はどんな種類の作品であるか、同じ種類の Ramayana にいくつの表現で
表されていて、どのような出版物や具体物が検索できるかなどリソース間の複雑な関係を
表現するため、Ramayana 構造モデルを FRBR モデルに組み合わせて、内容を明確にした
上に表現形式の実体にも対応できるメタデータモデルを定義した。このモデルに基づいた
スキーマを作成して様々形態を持つリソース同士の間を結び付けるメタデータの作成を定
義するため、Ramayana の構造と FRBR を基礎として Fiction 作品のための９個のクラス
を定義してメタデータスキーマを作成した。個々のクラスはリソースが表しているストー
リーの内容と表現形式に対応できるための属性と関係を表す記述項目を構成した。また、
クラス間の間を関連付ける内容を表す記述項目が含まれていることで、クラス間を結び付
けることができるようになる。同時に、内容と表現が異なるリソース間に結びつけること
ができるようになる。 
メタデータスキーマに基づいて、一般のユーザーでもメタデータを登録し、検索するた
めのツールを作成した。また、登録したデータを RDF データ形に変換することで、他のウ
ェブサイトで提供している Ramayana のデータにもリンクしてつなぐことができるように
なる。 
本研究では同じ内容を持つ作品のリソース同士を横断的に検索することやアクセスする
ことができるようにするためメタデータを提案した。Ramayana というタイトルが付けら
れた本や映画という 1 個のアイテムに限らず Ramayana 作品のストーリーに関する情報、
そのストーリーから何らかの表現で作られたリソース、それらの具体化された本や映画等、
リソース同士や他のウェブサイトで公開されたリソースに関する情報の間を結びつけて検
索することができるようになる。 
ここで Ramayana リソース同士を横断的にアクセスできるメタデータを提案した後、次
の課題としては多言語での Ramayana メタデータを作成、利用できるようにすることが考
えられる。本研究ではメタデータスキーマの検討段階からタイの Khon Kaen University
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と連携して研究を進めてきた。しかしながら、時間的制約のために実際にメタデータの共
同作成を行うことまでには至らなかった。 
 
9．おわりに 
本研究では、Ramayana というインドや東南アジアで文化財として存在する古典文学作
品をFiction作品の対象としてRamayanaのメタデータを記述した。Ramayana作品は色々
な国で存在しているため表現や言語によってリソースの形が様々である。そのリソース同
士の関連性を作るために色々なRamayana作品に対応できるRamayanaの構造モデルを定
義した。また異なる表現形式のリソース同士の関連性を定義するため IFLA の Functional 
Requirements for Bibliographic Records(FRBR)メタデータモデルに基づいてメタデータ
モデルを定義し、メタデータスキーマを定義することをした。 
メタデータスキーマに従って様々な言語で作られた Ramayana リソースのデータを入力
できるウェブブラウザを作成し、データベースを作成する。またデータベースのなかのデ
ータを RDF データ形に変換できるテンプレートを作成し、Ramayana リソースの RDF デ
ータが作れるようになる。Ramayana 作品の RDF データを利用して Ramayana というス
トーリーを表す様々なリソースに対して横断的にリンク付けることができる。 
今後の展望としては、Ramayana メタデータモデルを拡張して、本研究では扱わなかっ
たシーンやキャラクタといった細かい単位の情報からストーリーの関連性を表すことが考
えられる。また、Ramayana のメタデータモデルを再利用し、拡張して他の文化財作品の
メタデータを作る際にも使うことができると考えられる。 
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付録 
Ramayana Metadata Schema 
 
Fiction Title/ Work (FT/W) 
FT/ Work value min max Property  Example 
1 Title literal 1 n dc:title Ramayana of 
Valmiki 
2 Type Work type 1 n dc:type Performance 
3 Creator      Agent 0 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributo
r 
Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         literal 0 1 dc:langauge Tamil  
6 Has 
version 
FT Work 0 n frbr:hasATransformationWorkOfWor
k 
Mahabaratha 
7 Has part      Story 
Work 
0 n dc:hasPart Balakanda 
Canto 1 Narad 
8 Has 
expression 
FT 
Expressio
n 
0 n frbr:isRealizedThrough Ramayana of 
Valmiki Novel 
9 Description literal 0 n dc:description Ramayana of 
Valmiki Novel, 
etc 
 
Fiction Title/ Expression (FT/E) 
FT /Expression value min  max Property Example 
1 Title literal 1 n dc:title The Novel of 
Ramayana 
2 Creator Agent 1 n dc:creator Valmiki 
3 Expression 
type 
Ramayana 
Exprssion type 
1 n dc:type Novel 
4 Translator    Agent 0 n rdfs:labeltranslator RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Contributor Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language         literal 1 n dc:language English 
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7 See also      literal 0 n rdfs:seeAlso http://www.epic
trilogy.com/rmy 
8 Has part      Story Expression, 
Episode Expression 
0 n dc:hasPart The Novel of 
Balakanda 
9 Has Work    FT Work 0 n frbr:isRealizedOf Valmiki 
Ramayana 
1
0 
Has 
Manifestation 
FT Manifestation 0 n frbr:isEmbodiedIn RÁMÁYAN OF 
VÁLMÍKI(book
) 
1
1 
Has version FT Expression 0 n frbr:isATransformationE
xpressionOfExpression 
Performance of 
Ramayana 
Valmiki 
 
Fiction Title/ Manifestation (FT/M) 
FT/Manifestation value m
i 
n 
m
a
x 
Property Example 
1 Title                     literal 1 1 dc:title    RÁMÁYAN OF VÁLMÍKI 
2 Creator            agent 1 n dc:creator   Valmiki 
3 Translator        agent 0 n rdfs:labeltran
slator 
RALPH T. H. GRIFFITH 
4 Director            agent 0 n rdfs:labelDire
ctor 
Rowdy Rathore 
5 Contributor agent 0 n dc:contributo
r 
 Penguin Classics  
6 Language          literal 1 1 dc:langauge Tamil  
7 See also           literal 0 n  rdfs:seeAlso http://www.sacred-texts.co
m/hin/rama/index.htm 
8 Has part            Story Manifestation, 
Episode Manifestation 
0 n dcterms:hasP
art 
Balakanda, Canto 1 Narad 
9 Manifestation 
type 
Ramayana 
Manifestation type 
1 1 frbr:hasForm
OfCarrier 
Book 
1
0 
Expression type Ramayana Expression 
type 
1 1 frbr:hasForm
OfExpression 
Novel  
1
1 
Has version FT Manifestation 0 n frbr:hasAnAl
ternate 
English Translation of 
Ramayana 
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1
2 
Date literal 0 n dc:date 1980 
1
3 
Publisher Agent 1 n dc:publisher New York, W.R. Scott 
1
4 
Place literal 1 n frbr:placeofp
ublication 
US 
1
5 
Has Expression FT Expression 1 n isEmbodimen
tOf 
Novel of Valmiki Ramayana 
 
Story/ Work (St/W) 
Story/ Work value min max Property  Example 
1 Title literal 1 n dc:title Balakanda  
2 Type Work type 1 1 dc:type Performance 
3 Creator      Agent 1 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributor Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         literal 0 1 dc:langauge Tamil  
6 Has version Story Work 0 n frbr:hasATransforma
tionWorkOfWork 
Yar mar ya na  
7 Has part      Episode Work 0 n dc:hasPart Balakanda 
Canto 1 Narad 
8 Is a part of  FT Work 0 n dc:isAPartOf Valmiki 
Ramayana 
9 Has expression   Story 
Expression 
0 n frbr:isRealizedThrou
gh 
Balakanada 
Novel 
10 Description literal 0 n dc:description Balakanda 
Novel, etc 
 
Story/ Expression (St/E) 
Story / Expression value m
in  
m
a
x 
Property Example 
1 Title literal 1 1 dc:title The Novel of Ramayana, 
Balakanda 
2 Creator Agent 1 n dc:creator Valmiki 
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3 Expression 
type 
Ramayana 
Exprssion 
type 
1 1 dc:type Novel 
4 Translator    Agent 0 n rdfs:labeltranslator RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Contributor Agent 1 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language         literal 1 n dc:language English 
7 See also      literal 0 n rdfs:seeAlso http://www.epictrilogy.c
om/rmy 
8 Has part      Episode 
Expression 
0 n dc:hasPart The Novel of Ramayana, 
Balakanda, Canto1 
9 Is a part of FT 
Expression 
0 n dc:isAPartOf Valmiki Ramayana 
1
0 
Has Work    Story Work 0 n frbr:isRealizedOf Valmiki Ramayana 
Balakanda 
1
1 
Has 
Manifestation 
Story 
Manifestation 
0 n frbr:isEmbodiedIn Performance of 
Ramayana Valmiki, 
Balakanda 
1
2 
Has version Story 
Expression 
0 n frbr:isATransformationEx
pressionOfExpression 
English Translation of 
Balakanda 
 
Story/ Manifestation (St/M) 
Story / Manifestation Value min max Property Example 
1 Title                     literal 1 1 dc:title    Bala Kanda 
2 Creator            Agent 0 n dc:creator   Valmiki 
3 Translator        Agent 0 n rdfs:labeltr
anslator 
RALPH T. H. 
GRIFFITH 
4 Director            Agent 0 n rdfs:labelDi
rector 
Rowdy Rathore 
5 Contributor Agent 0 n dc:contribut
or 
Penguin Classics  
6 Language          literal 1 n dc:langauge Tamil  
7 See also           literal 0 n rdfs:seeAlso http://www.sacred-texts.
com/hin/rama/ry002.ht
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m 
8 Has part            Episode 
Manifestation 
0 n dcterms:ha
sPart 
Canto 1 Narad 
9 Is a part of FT 
Manifestation 
0 n dc:isAPart
Of 
RÁMÁYAN OF 
VÁLMÍKI 
1
0 
Manifestation type Ramayana 
Manifestation 
type 
1 n frbr:hasFor
mOfCarrier 
Book 
1
1 
Expression type Ramayana 
Expression 
type 
0 n frbr:hasFor
mOfExpres
sion 
Novel 
1
2 
Has version Story 
Manifestation 
0 n frbr:hasAn
Alternate 
English Translation of 
Bala Kanda 
1
3 
Date literal 0 n dc:date 1980 
1
4 
Publisher Agent 1 n dc:publishe
r 
New York, W.R. Scott 
1
5 
Place literal 0 n frbr:placeof
publication 
US 
1
6 
Has Expression Story 
Expression 
1 n frbr:isEmbo
dimentOf 
The Novel of Balakanda 
 
Episode/ Work (Epi/ W) 
Episode/ 
Work 
 value min max Property  Example 
1 Title literal 1 n dc:title Balakanda 
Canto 1 
Narad 
2 Type Work type 1 n dc:type Performance 
3 Creator      Agent 1 n dc:creator   Valmiki 
4 Contributor Agent 0 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Language         literal 0 n dc:langauge Tamil  
6 Has version Episode Work 0 n frbr:hasATransfor
mationWorkOfWo
rk 
English 
translation of 
Narad 
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7 Is a part of FT  Work, 
Story Work 
0 n dc:isAPartOf Balakanda 
Canto 1 
Narad 
8 Has expression     Episode 
Expression 
0 n frbr:isRealizedTh
rough 
Performance 
of Canto1  
9 Description literal 0 n dc:description Canto1 
performance, 
etc 
 
Episode/ Expression (Epi/ E) 
Episode/ 
Expression 
value min max Property Example 
1 Title literal 1 1 dc:title The Novel of 
Ramayana, 
Balakanda 
2 Creator Agent 1 n dc:creator Valmiki 
3 Expression 
type 
Ramayana 
Expression 
type 
1 1 dc:type Novel 
4 Translator    Agent 0 n rdfs:labeltranslator RALPH T. H. 
GRIFFITH 
5 Contributor Agent 1 n dc:contributor RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language         literal 1 1 dc:language English 
7 See also      literal 0  n rdfs:seeAlso http://www.epictri
logy.com/rmy 
8 Is a part of FT Expression, 
Story 
Expression 
0 n dc:isAPartOf The Novel of 
Ramayana 
9 Has Work    Episode Work 0 n frbr:isRealizedOf Valmiki 
Ramayana 
Balakanda 
1
0 
Has 
Manifestation 
Episode 
Manifestation 
0 n frbr:isEmbodiedIn Valmiki 
Ramayana 
Balakanda 
Canto1 
41 
 
1
1 
Has version Episode 
Expression 
0 n frbr:isATransformationEx
pressionOfExpression 
English 
Translation of 
Canto1 
 
Episode/ Manifestation (Epi/M) 
Episode/ Manifestation value min max Property Example 
1 Title                     literal 1 1 dc:title    Canto 1 Narad 
2 Creator            agent 1 n dc:creator   Valmiki 
3 Translator        agent 0 n rdfs:labeltr
anslator 
RALPH T. H. 
GRIFFITH 
4 Director            agent 0 n rdfs:labelDi
rector 
Rowdy Rathore 
5 Contributor agent 0 n dc:contribu
tor 
RALPH T. H. 
GRIFFITH 
6 Language          literal 1 1 dc:langaug
e 
English  
7 See also           literal 0 n rdfs:seeAls
o 
http://www.sacred-texts
.com/hin/rama/ry002.ht
m 
8 Is a part of          FTManifestation
, Story 
Manifestation 
0 n dc:isAPart
Of 
RÁMÁYAN OF 
VÁLMÍKI 
9 Manifestation type Ramayana 
Manifestation 
type 
1 1 frbr:hasFor
mOfCarrier 
Book 
1
0 
Expression type Ramayana 
Expression type 
1 n frbr:hasFor
mOfExpres
sion 
Novel 
1
1 
Has version Episode 
Manifestation 
0 n frbr:hasAn
Alternate 
English Translation of 
Canto1 
1
2 
Date literal 0 n dc:date 1980 
1
3 
Publisher Agent 1 n dc:publishe
r 
New York, W.R. Scott 
1
4 
Place literal 0 n frbr:placeof
publication 
US 
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1
5 
Has Expression Episode 
Expression 
0 n frbr:isEmb
odimentOf 
Novel of Canto1 
 
 
 
 
 
